
 

（第２号様式） 
令和５年３月 23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大井高等学校長  

  令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒が主体的
に他者と協働し
て取り組む活動
のある授業づく
りを実践し、学
習習慣の定着を
図る。 
 
 
・学校行事及び
生徒会活動等を
充実させ、生徒
が主体的に取り
組む姿勢を育て
る。 
 
 

①感染防止を継
続しつつ｢学び
直し｣の機会を
保障する。ICT
を活用して､生
徒の｢関心･意
欲･態度｣・「主
体的に学習に取
り組む態度」を
引き出し､生徒
の自発的発言を
促し、｢思考力･
判断力･表現力｣
を伸長する。 
 
②コロナ禍でも
安全に学校行事
を行えるように
考えるととも
に、生徒の考え
が反映できるよ
うに創意工夫し
て行事を行う。 

①ICTを活用し、
生徒の｢関心･意
欲･態度｣・「主
体的に学習に取
り組む態度」・
｢思考力･判断力･
表現力｣を評価す
る方法を工夫す
る。授業にルー
ブリック等を活
用するなど、授
業の流れと評価
方法を明らかに
する。 
 
②生徒会の考え
や希望を汲みと
り、安全に学校
行事を行えるよ
う模索して実施
する。 

①｢関心･意欲･
態度｣・「主体
的に学習に取り
組む態度」にお
いて、伝達能力
を伸ばす評価方
法 を 工 夫 し た
か。｢思考力・
判断力･表現力｣
において、評価
方法を工夫でき
たか。 
 
 
 
②生徒会の打ち
合わせを密に行
い、安全に学校
行事を実施でき
たか。 

①｢生徒１人 1 台端
末｣の開始に伴い､従
来以上に ICT 活用頻
度は高まった。各教
科､教科担当は評価
方法を工夫し、同時
に､その方法､授業の
流れについて明らか
にするようになっ
た｡ 
 
 
 
 
 
②学校祭やスポーツ
大会を安全に実施す
ることができた。ま
た、生徒会の意見を
反映することがで
き、新しい形で実施
することもできた。 

①伝達能力を伸ばす
評価方法の工夫につ
いては､教科･科目の
特性を踏まえて検証
する必要がある｡｢思
考力･判断力･表現
力｣の評価方法にお
いての工夫も、各教
科でさらに検証が必
要である｡ 
 
 
 
 
 
②生徒会の意見を反
映するために打ち合
わせを密に実施した
が、すべてを反映す
ることはできなかっ
た。生徒会の希望を
すり合わせていく時
間が今後も必要であ
る。 

①ICT の活用が進んでいる
様子がうかがえる。授業
において生徒に目的・目
標を示していることは評
価できる。1 人１台パソコ
ンの活用により授業内容
等の振り返りが可能とな
り、生徒自身が考えをま
とめ表現するのに役立っ
ていることがよく分かっ
た。 
 
 
 
 
②生徒の意見を反映し、
工夫して新しい取組をす
ることは評価できる。部
活動においては活気のあ
る活動を続けてほしい。
特に音楽活動は人の気持
ちを盛り上げる効果もあ
るので、立地条件を活か
し伸び伸びと活動してほ
しい。 

①｢生徒１人１台端末｣の開始
に伴い ICT 活用の頻度が高ま
り、教科担当は評価方法も含
めて工夫し、よりわかりやす
い授業を行うことができたこ
とは成果である。スライド提
示やインターネット利用の授
業を実施することで、ゆとり
を持って授業中の生徒の活動
を把握することができ、ま
た、生徒に視覚情報を与える
ことで「関心・意欲」を引き
出しやすくなった。 
・ICT 活用においては、教科
担当の技術的な素養及び科目
の特性による差異が明確にな
ってしまうことが課題であ
る。 
 
②学校祭やスポーツ大会を安
全に実施することができた。
生徒会の意見も全てを反映す
ることはできなかったが、い
くつかの意見を反映し、新し
い形で実施することもでき
た。また、音楽活動をはじ
め、高揚感を抱かせる効果の
ある活動を増やせるようにし
ていきたい。 
 

①Google Classroom 等を活
用して、生徒による授業評
価などのアンケートだけで
なく、授業課題の提示や回
収を含め、通常の授業でも
ICT を活用した授業展開の
工夫を継続する。そのため
に教科担当のスキルアップ
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒会の意見を反映する
ために打ち合わせを密に
し、生徒会の希望をすり合
わせていく時間が今後も必
要である。また、活動内容
なども含めて継承していく
ものや新しいものを築いて
いけるようにする。 

２ 生徒指導・支援 

・教職員間の共
通理解のもと、
生徒の規範意識
の醸成を図ると
ともに、生徒一
人ひとりの教育
的ニーズを把握
した支援を行
う。 
 
 
 
・部活動の活性
化を図り、生徒
の自己肯定感を
育みながら、部
活動を通して責
任感、コミュニ
ケーション能力
を伸ばす。 

①生徒・保護者
の状況に配慮し
つつ、コミュニ
ケーション能
力・社会性を育
てるとともに、
規律と責任ある
行動を実践し、
他者と協働でき
る生徒を育成す
る。 
 
②部活動の活動
実績と生徒会の
地域連携の活動
を増やし、積極
的に発信するこ
とで、生徒の自
己肯定感を育
む。 

① 教 育 相 談 組
織・学年団と連
携し、生徒間の
トラブルの未然
防 止 に 尽 力 す
る。SNSの適切な
利用方法を繰り
返し啓発する。 
 
 
 
 
②部活動の勧誘
を 積 極 的 に 行
い、部活動や地
域連携の活動実
績等を広報と連
携し学校の HP で
発信する。 

①いじめ案件に
ついて未然に防
止 で き た か 。
「SNS の不適切
な使用案件」に
ついて、年間 10
件以下となるよ
う指導を行えた
か。 
 
 
 
②部活動や地域
連携の活動実績
等を広報と連携
し学校の HPで発
信することがで
きたか。 

①「いじめ」案件は
０ 件 で あ っ た 。
「SNS の不適切な使
用」案件は６件であ
った。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校の HPにいくつ
かの部活動が活動内
容等を載せることは
できたが、掲載数は
少なかった。 

①「いじめ」に繋が
りかねない案件があ
ったが、学年団、生
徒指導 G が速やかに
対応することによっ
て早期に解決でき
た。SNS に飲酒・喫
煙の画像をアップす
る事案が後を絶たな
い。粘り強く啓発し
ていく。 
 
②広報 G とさらに連
携を図るとともに、
職員全体に周知して
いく。また、顧問総
会などで周知するな
ど、活動実績を残せ
るようにしていく。 

①SNS 不適切利用の案件の
増加を問題視し、生徒へ
の講演や日頃の指導で対
応されていることが分か
った。また、様々な事情
を抱えた個々の生徒に対
する情報が、各学期に行
われている情報交換会で
共有され、粘り強い対応
がなされている。 
 
 
②自己肯定感は大人にな
っても大切で、仕事に対
する意欲にもつながる。
広報誌等に自分が掲載さ
れていることがうれしく
自分の良さに気付くので
はないか。自己肯定感を
高め生徒の良さを認める
指導をお願いしたい。 

①いじめ案件については、職
員同士が常に情報を共有し、
生徒とコミュニケーションを
とる努力をしているため、い
じめの萌芽の状態で沈静化で
きた。 
 
 
 
 
 
 
②学校の HP にいくつかの部
活動が活動内容等を載せたも
のの、掲載数は少なかった。
掲載された生徒が自己肯定感
を高め、他の生徒がその生徒
が頑張っていることを認める
などの他者理解を深めるた
め、各部活動に掲載を促し、
今後の教育活動につなげる。 
 

①SNS に関しては、例年、
合格者説明会での指導、
SNS 教室、啓発資料の配付
などを行っている。今年度
は修了式でも注意喚起を行
う。今後とも全体、学年で
の集会で指導していく。 
 
 
 
 
 
②広報グループと更に連携
を図るとともに、職員全体
に広報活動を周知してい
く。また、顧問総会や学期
ごとの括りで周知するな
ど、学校の HPに残せるよう
にしていく。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 17日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・学校全体で取
り組むキャリア
教育の充実を図
り、生徒一人ひ
とりの社会性を
養い進路実現を
支援する。 
 
 
 

・様々な教育活
動を通して、進
路実現へ向けて
積極的に取り組
めるよう、組織
的・体系的なキ
ャリア教育を展
開する。 

①各学年での進
路に対する目標
を設定して、組
織的な働きかけ
を行う。 
 
②就職では学年
団・SCC・SSW 等
と連携を取り、
７月より面接練
習ができる環境
を整える。 

①目標の周知、
進路に対する意
識付けができた
か。 
 
 
②学校斡旋者を
全員内定へ向け
支援できたか。
リモート面接に
ついての対応が
できたか。 

①進路ガイダンスや
診断テストを通して
進路に対しての意識
付けを行った。 
 
 
②７月より面接担当
を決め練習が行える
環境を整えた。就職
試験のリモート対応
で難しいものがあっ
た。 

①基礎力診断テスト
の結果を進路ガイダ
ンスに結び付け、進
路指導を行ってい
く。 
 
②就職希望者の 1 次
応募での応募率や内
定率を向上させ、全
員内定に向けた活発
な就職支援を計画的
に行う。 
 

・SCC との連携がうまく機
能している。就職希望者
に対する内定率が 100％に
近いことは評価できる。 
・家庭の状況に立ち入る
ことは難しいが、家庭を
巻き込んで年金や保障に
目を向けさせ続け、特
に、試験に不合格だった
ときの切り返しを指導し
てほしい。 

・卒業生の進路活動としては
８割以上の生徒が進路実現を
果たした。校内外と連携し支
援することができた。 
・希望の進路がある生徒に対
しては支援できたが、フリー
ター希望などの生徒数は少な
くない。早期からのより具体
的なキャリア教育の実施が必
要である。 

・早期から社会に触れ自身
の進路を考えさせるため
に、学期末などを利用し
１、２年生から校外学習な
どで会社見学などを計画し
ていく。 
・引き続き進路データブッ
クなどを通じて、３年間の
スケジュールを細かに提示
していく。 

４ 地域等との協働 

・家庭や地域と
学校間の連携・
協働を充実し、
信頼される学校
づくりを推進す
る。 
 
 

・地域、中学
生、保護者に対
して情報発信を
積極的に行う。 

①HP の生徒活動
内容を増やし、
中学生に伝わり
やすいよう HP の
内容や構成を工
夫し、公式ツイ
ッターも使い分
けて情報発信す
る。 
 
②学校説明会の
宣伝や連絡手段
として HP を効果
的 に 使 っ て い
く。 
 

①HP、公式ツイ
ッターの更新回
数を増やし、生
徒の様子を伝え
る広報活動がで
きたか。 
 
 
 
 
②学校説明会の
宣伝や連絡手段
として HPを活用
できたか。 

①部活動の内容を HP
で発信することがで
きた。公式ツイッタ
ーで生徒活動内容を
発信することができ
た。 
 
 
 
 
②学校説明会や公私
合同説明会の申し込
みや連絡手段として
HPを活用できた。 

①HP の生徒活動内
容や公式ツイッター
の更新回数が少な
い。今後は、特に閲
覧数が増える２学期
に注目して、学校行
事や日頃の活動の情
報発信をしていく。 
 
 
②学校説明会の様子
なども HP や公式ツ
イッターで情報発信
していく。 

・中学生が各学校の情報
を得るために HP を活用し
ている。２学期に集中し
て情報を発信していただ
きたい。私立高校は発信
力が高く、中学生がその
情報を参考にしているこ
とがよく分かったので、
県立高校としても、今後
も細かな情報発信をお願
いしたい。 

生徒活動の内容を HP と公式
ツイッターを使い分けて情報
発信することができたが、両
方とも更新回数が少ない。HP
の内容を充実させ、公式ツイ
ッターを活用し、日頃の活動
の情報をさらに発信していく
必要がある。 

グループ内で HPや公式ツイ
ッターの操作ができる担当
を増やし、２学期を意識し
て、学校行事や日頃の活動
の情報発信をしていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事の未然防止に
対する自覚を促
す取組を組織
的・継続的に行
う。 
・教員が心のゆ
とりをもって生
徒と向き合う時
間を確保するた
めに、教員の働
き方改革を推進
する。 
 

①安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事を未然に防ぐ
自覚を持つため
の取組を、定期
的に行う。 
 
 
 
 
 
②長時間勤務を
是正する。 
 

①定期的な研修
の中で、事故・
不祥事が起こる
場面を具体的に
自分のこととし
て 考 え る 。 ま
た、各グループ
の職掌の中で事
故が起こりやす
い場面を全体で
共有する。 
 
②月１回ノー残
業デーを設定し
月間行事予定に
明示するととも
に、休日出勤等
勤務時間外労働
の 状 態 を 把 握
し、産業医によ
る面談につなげ
る。 

①事故・不祥事
研修を定期的に
実施することが
できたか。その
中で事故が起こ
る場面を想像し
事故防止に役立
てることができ
たか。 
 
 
 
②ノー残業デー
を何回実施でき
たか。また長時
間勤務者に対し
て、産業医によ
る面談が実施で
きたか。 

①定期的に研修を実
施し、それぞれの時
期で具体的な事例に
基づき事故が起こり
やすい場面を共有で
きた。 
 
 
 
 
 
 
②ノー残業デーを月
１回行事予定に明示
したが、保護者対応
や生徒対応のため職
場全体でのノー残業
デー完全実施には至
らなかった。長時間
勤務者に対して産業
医による面談を実施
した。 

①今後も、定期的に
その時期に必要と思
われる事故防止研修
を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②業務終了時間の呼
びかけを継続する。
長時間勤務者には産
業医による面談を実
施する。また、校務
分掌業務に関して文
書による引継ぎを行
い、業務の効率化を
進める。 

・今後も様々な研修を通
して、事故不祥事防止に
努めていただきたい。 
・教職員においても 3・6
協定が結ばれていること
が分かった。長時間労働
は憂慮することなので、
引き続き対応をお願いし
たい。 

①定期的な研修により、それ
ぞれの時期で具体的に事故が
起こりやすい場面を共有した
ことで、事故、不祥事防止に
つながったことが成果として
挙げられる。今後も、その
時々で必要と思われる研修を
継続して実施していくことが
課題である。 
 
 
 
②月１回のノー残業デーを月
間行事予定に明示し、日々退
庁を促す声掛けを管理職より
行った。一方で、長時間勤務
者を産業医への面談に繋げ
た。業務分担へのサポートと
業務内容によってはスケジュ
ール管理が必要である。 

①必要と思われたときに、
随時研修を行い、継続して
事故・不祥事の未然防止に
努める。職員の当事者意識
を維持するため各グループ
主体の研修を継続する。 
 
 
 
 
 
 
②ノー残業デーにおいて定
時退庁しない職員は、業務
内容と終了時間を管理職に
予め報告し、各自の残業内
容を可視化することで長時
間勤務に対する意識改革を
行う。また、各グループや
学年で業務進行状況を週単
位で確認するとともに、業
務を複数体制であたるよう
にする。 
 

 


